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第７章
定積分
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有界関数

定義域を とする関数 において，すべての に対し

て， をみたす定数 が存在すれば，

は上に有界[下に有界]であるという．

上に有界でありかつ下に有界ならば，単に，有界であるという．
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定積分の定義( 1)
閉区間 に分割点

をとり、ｎ個の小空間 に分ける。

ただし、となりあう小区間は互いに端点を共有する。
これを閉区間 の分割といい、記号 で表す。

また、ｎ個の小区間の長さの
最大値を で表す。つまり、

のノルムという．
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各小区間 から1点 をとり，

とおく． を からとるとり方がどうであっても，一定の極限値

は で積分可能(integrable)であるという．また，極限値 を

で表わし， から までの定積分という．
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定積分の定義( 2)
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定積分の定義( 3)
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定積分の定義( 4)
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定積分の定義( 5)
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従って， として，極限値 を考えると，

は，この面積となる
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定積分に関する注意

は極限値を表わしてる1つの数であって，変数 の関

数というわけではない．従って，これを と表わしても，

と表わしてもさしつかえはない．

先ほどの定義では や の場合は含まれていないので，

のときは

のときは

と定義する．
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定理1：

が で連続ならば， で積分可能である．

定理2：

が積分可能ならば，以下のものも積分可能である．
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定積分の基本性質
定理3：

が で積分可能ならば，次の(1)～(6)が成立する．
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微分積分学の基本定理
定理4：

が で連続ならば， は について

微分可能で，

となる．すなわち， は の原始関数である．

この意味で， を の不定積分という．すなわち，

)(xf ],[ ba ∫
x

a
dttf

 

 
)( x

∫ ≤≤=
x

a
bxaxfdttf

dx
d  

 
)(    )()(

∫
x

a
dttf

 

 
)( )(xf

∫
x

a
dttf

 

 
)( )(xf

∫∫ = dxxfdttf
x

a
)()(

 

 



12

定積分の計算原理

定理5：

閉区間 で連続な関数 の一つの原始関数を と

すると

である. 

を や で表わすことが多い．

この記法によれば，
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定積分の計算例( 1)

定積分の計算は原始関数を求め，積分範囲の端点を代入し，
その差を求めればよい
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定積分の計算例( 2)
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置換積分を用いた定積分の計算

定理1：
が で連続で， が で微分可能で，

が連続であり， ならば，
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とおくと， で， のとき ，
のとき， ．従って，

置換積分を用いた定積分の計算例( 1)
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とおくと， で， のとき

．

ここで， のとき， なので
従って，

置換積分を用いた定積分の計算例( 2)
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偶関数と奇関数
関数 が なるとき， を偶関数という．

また，関数 が なるとき， を奇関数という．

例：

は偶関数．

は奇関数．

は偶関数．

は奇関数．
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定理2：
（1） が偶関数ならば，

（2） が奇関数ならば，)(xf
∫ ∫−

=
a

a

a
dxxfdxxf

 

 

 

0 
)(2)()(xf

∫− =
a

a
dxxf

 

 
0)(

証明：

（1） と表わせるので，

より

ここで， とおくと， ．また， のとき

よって ．

これより，

（2）も同様
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定積分の計算の簡略化( 2)
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部分積分を用いた定積分の計算

定理3：
が で連続ならば，次式が成り立つ．)(),( xgxf ′′
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部分積分を用いた定積分の計算例( 1)
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部分積分を用いた定積分の計算例( 2)
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